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2. 基礎体湿測定期間 ：第一看護科 ・昭和55年
4月～昭和58年 3月。第二看護科 ・昭和55年 4
月～昭和57年 3月。同一人連続測定
















































15日であり ， 3日～ 7日の正常範囲のものが









状の第 1位が腹痛で80名あ り， 随伴症状を有す
るものの91%を占めていた。第二位がイ ライラ



















表 1 月経周期の種類別頻度 （彩）
学年次別
1年次 2年次 3年次 計種類
型 563 398 
62 1,023 
正 常 (63.6) (60.8) (62 0) (62.4) 
123 86 11 220 短縮型 (13.9) (13.1) (1 1 0) (13.4) 
異





無症型 (0.3) (0 1) (0 2) 
型
322 257 38 617 
小 計 (36.4) (39 2) (38 0) (37. 6) 
885 655 100 1,640 





五 別 1年次 2年次 3年次
正常型のみ 8 15 7 
短 縮型のみ
゜ ゜ ゜延 長型のみ 3 6 3 
正常型＋短縮型 12 17 3 
正常型＋ 延長型 38 33 4 
正常型＋短縮型
36 24 4 
＋延長型
短縮型＋延長型 l 
゜ ゜計 98 95 21 
の周期が正常型のものは， 1年次 8名， 2年次













こ祠～さご後 正常型 短縮型 延長型 計
月経周 正常型 21 2 11 34 
期がわ
かって
異常型 16 1 18 35' いるもの







52 4 42 98 
(53) (4) (43) (100) 
前の月経周期が正常型であった34名のうち，入
学後第一回目の月経の開始が短縮または延長し




(455':る）， 通学生 3名 (25% ）となり， 寮生に





のように正常型が52名 (53% )，短縮型が 4名
(4 %)，延長型が42名 (43%）となっており，
表 lの 1年次の集計値と比較をすると， 正常型












表 lY 基礎体温の種類別頻度 （彩）
| のB三B祠T類 1年次 2年次 3年次 計
350 274 34 658 
正常型 (38 1) (41 5) (39 1) (39 5) 
71 44 4 119 
異
短縮型
(7 7) (6 7) (4  6) (7. 1) 
176 133 16 325 
相 常 延長型 (19. 2) (20 1) (18 4) (19 5) 
型 247 177 20 444 I]ヽ計
(26. 9) (26 8) (23.0) (26 7) 
性
597 451 54 1,102 
小 計 (65.0) (68 3) (62 1) (66.1) 
276 167 30 473 
ー相性((-）型） (30 0) (25 3) (34.5) (28 4) 
46 42 3 91 
(?) 型 (5 0) (6 4) ( 3  4) (5 5) 
919 660 87 1,666 
計 (100) (100) (100) (100) 
二相性を示すものは1102周期，全周期の 2/3














A+B 2 I 
A+C 12 12 
A+B+C 7 6 
A+B+C+D 10 8 
A+B+C+D+E ， 4 
A+B+C+E 3 2 
A+B+D 6 5 




A+D 7 8 
A+D+E 1 3 
A+C+D 17 ， 
A+C+D+E 8 ， 
A+C+E 2 3 
B+C+D 1 







Dのみ 5 6 
Eのみ
゜ ゜計 98 95 
A ：正常型 B ：短縮型 c:延長型




































基三礎体温期 正常型 異常型 計
正常型 443 206 649 
相 異常 型 285 152 437 
性 4ヽ JI- 728 358 1,086 
ー相性（一型） 259 214 473 
(?) 型 36 45 81 
計 1,023 617 1,640 
は増加 しないという結果 とな った。
考察


































定の結果は，正常周期のものは 1年次 8名， 2 
年次15名， 3年次 7名であ り，月経周期差 7日






基礎体湿の測定は， 1年次 100彩， 2年次38
彩であり，長谷川(1985)の55彩，229るに比較す
ると高成績であるが，卒業まで継続したものは
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